
トラック豆知識 
■死亡事故件数の推移（単位：件） 
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■トラックの死角と歩行者などとの関係 

トラックは死角が大きいため、 
とくに側方の安全確認をしっかり行う必要があるんだ。 

死角の範囲 

サイドミラーや 
サイドアンダーミラーで 
見える範囲（間接視界） 
    

　
ク
ル
マ
社
会
の
急
速
な
発
展
に

よ
っ
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
は
ま
す

ま
す
便
利
に
な
っ
て
き
た
ね
。し
か

し
な
が
ら
、平
成
18
年
に
発
生
し
た

交
通
事
故
は
88
万
6
千
8
6
4
件
、

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
は
6
千

3
5
2
人
、負
傷
者
は
1
0
9
万
8

千
1
9
9
人
も
い
る
ん
だ
。こ
の
う

ち
、緑
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

交
通
事
故
は
3
万
3
1
1
件
、白
ナ

ン
バ
ー
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
交
通
事

故
は
6
万
7
千
9
8
6
件
発
生
し

て
い
る
ん
だ
。 

　
ト
ラ
ッ
ク
は
マ
イ
カ
ー
と
比
べ

て
車
体
が
大
き
い
か
ら
、一
度
交
通

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
と
大
き

な
事
故
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、ト

ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で
は
交
通
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、「
交
通
事
故
ゼ

ロ
」
を
め
ざ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
ん
だ
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高
速
道
路
や
幹
線
道
路
で
の
安

全
共
同
パ
ト
ロ
ー
ル
、ド
ラ
イ
バ
ー

の
安
全
意
識
と
技
能
向
上
を
は
か

る
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン

テ
ス
ト
」
、
安
全
装
置
の
つ
い
た
先

進
安
全
自
動
車
の
導
入
な
ど
、事
故

防
止
対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
ん
だ
よ
。ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
で

は
、
安
全
に
優
れ

た
会
社
を
「
安
全

性
優
良
事
業
所
」

と
し
て
認
定
し
て

い
る
ん
だ
。
認
定

し
た
会
社
の
ト
ラ

ッ
ク
は
「
Ｇ
マ
ー

ク
」
と
呼
ば
れ
る

マ
ー
ク
を
つ
け
て

走
っ
て
い
て
、
こ

の
ト
ラ
ッ
ク
は
と

く
に
安
全
に
優
れ

て
い
る
こ
と
の
証

な
ん
だ
よ
。 

 
 
トラックステーションは、営業用長距離トラックの安全運転
をサポートするためにつくられた施設です。休憩や仮眠、入浴、
食事などができるリフレッシュ施設と業務上の連絡を取り
合う運行管理センターが常設されています。全国の主要国道
沿いに40ヶ所の施設があり、ドライバーの安全運行を支え
ています。 
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